
表 1367　大腿骨頸部骨折の既往　%クレアチニン産生速度(％)別 （血液透析濾過患者 女性のみ 透析回数週３回 透析歴２年以上）

%クレアチニン
産生速度

既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

60未満 453 75 528 104 632
（％） (85.8) (14.2) (100.0)
60～ 385 56 441 2 75 518
（％） (87.3) (12.7) (100.0)
70～ 691 70 761 1 145 907
（％） (90.8) (9.2) (100.0)
80～ 1,036 84 1,120 2 217 1,339
（％） (92.5) (7.5) (100.0)
90～ 1,471 103 1,574 3 315 1,892
（％） (93.5) (6.5) (100.0)

100～ 1,746 91 1,837 1 404 2,242
（％） (95.0) (5.0) (100.0)

110～ 1,649 55 1,704 1 342 2,047
（％） (96.8) (3.2) (100.0)

120～ 1,224 32 1,256 2 264 1,522
（％） (97.5) (2.5) (100.0)

130～ 652 21 673 156 829
（％） (96.9) (3.1) (100.0)

140～ 360 8 368 1 99 468
（％） (97.8) (2.2) (100.0)
合計 9,667 595 10,262 13 2,121 12,396
（％） (94.2) (5.8) (100.0)

記載なし 362 40 402 2 395 799
（％） (90.0) (10.0) (100.0)
総計 10,029 635 10,664 15 2,516 13,195
（％） (94.0) (6.0) (100.0)
平均 102.85 89.07 102.05 98.48 103.60 102.31

標準偏差 23.31 25.78 23.68 22.64 24.86 23.89

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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